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わかさこども園開園！
諸鹿入口交差点改良後の車両通行に注意！
若桜町ふるさと納税について
平成25年度自治会役員の皆さん　
若桜町体育協会表彰者の紹介
国民健康保険税の税率改正について
役場職員の人事異動
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　春らしい晴天の下、今年も因州若桜さくら祭りが開催
されました。当日はたくさんの来場者が訪れ、キャラク
ターショーや歌謡ショーなどの楽しい催し物で賑わいま
した。

※関連記事３ページに掲載♪

因州若桜さくら祭り
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　平成25年度の子育て支援センター事業の一つ、「遊びのひろば」
が４月16日から始まりました。集まった２ヶ月から２歳の子ども
と保護者11組は、自己紹介をした後、自由に遊びながら、日頃の
育児の悩みを相談したり情報交換をするなど、大人も子どもも楽し
いひと時を過ごしました。
　わかさこども園子育て支援部では、未就園児童を持つ家族の交流
の場や遊びの場を提供するため、毎週火・木曜日の午前９時半か
ら12時まで、ゆうゆうわかさ２階で遊びのひろばを開設しています。
月に１回は、楽しいイベントも計画していますので、ぜひお気軽にお越しください。
お問い合わせ　わかさこども園 ☎ (82)0011 　IP ☎ 9(82)0011

保護者も子どもも楽しく交流
～ 25年度子育て支援センター事業開始～

諸鹿入口交差点改良後の車両通行に注意！
　国道29号と県道若桜湯村温泉線の交差部に位置する諸鹿入口交差点について、平成25年３月に
改良工事が終わりました。その結果、車で赤松方面に向かう際に以前の交差点と状況が変わった
ため、進入路を間違って通行される方がおられるようです。
　①鳥取側から赤松方面へ進行する場合　②戸倉峠側から赤松方面へ進行する場合

　これらの進入路は、それぞれ下図に示す矢印①及び②となりますのでご注意ください。
　また、車を運転される際は、交通ルールを守って安全な通行を心がけていただきますよう合わ
せてお願いします。

改良前（過去） 改良後（現在）

⇨
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至 若桜宿内 至 若桜宿内

ミニ列車の乗車体験には長蛇の列！ お披露目されたＤＤ16

入園式を前にみんなそわそわ

楽しいひとときを一緒に
過ごしませんか

記念品の園児服を披露する
真備ちゃん（右）とひよりちゃん（左）
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寄附者に選択いただいた寄附金の使途 寄附金額（円）

①豊かな自然環境の保全及び活用に関する事業 1,075,000

②まち並みの美化、景観形成などに係る事業 115,000

③特色あるまちづくりに関する事業 365,000

④指定しない 4,940,000

■寄附合計額　【平成24年度　　6,495,000円】	

■ご寄附をいただいた方（３１１名）	 ※お申込順に掲載、同意いただいた方のみ氏名を公表

住　居　地 氏　　名 寄附金額（円） 住　居　地 氏　　名 寄附金額（円）

奈良県河合町 水上百合子　様 10,000 兵庫県西宮市 木村　俊治　様 500,000

兵庫県神戸市
㈱エレガント・
マナースクール
平林　　都　様

100,000
兵庫県西宮市 木村　智子　様 2,000,000

熊本県熊本市 西田　英史　様 10,000

広島県三原市 大名　幸一　様 10,000 神奈川県藤沢市 佐原　康仁　様 10,000

東京都荒川区 益山　真一　様 10,000 東京都羽村市 羽村千枝子　様 10,000

広島県福山市 木之下　誠　様 10,000 東京都新宿区 須藤　一郎　様 10,000

広島県福山市 山岡　隆浩　様 10,000 埼玉県川口市 鈴木　洋輔　様 10,000

愛知県名古屋市 上田　圭介　様 10,000 兵庫県神戸市 松本　良雄　様 10,000

神奈川県横浜市 森岡　達雄　様 100,000 愛知県名古屋市 加藤　敬明　様 10,000

埼玉県越谷市 兼角　幸廣　様 10,000 千葉県松戸市 木曽　達人　様 5,000

東京都渋谷区 笠原美津子　様 10,000 広島県福山市 鎌田　晴美　様 10,000

鳥取県鳥取市 清水　昭允　様 10,000 熊本県熊本市 西田　英史　様 10,000

東京都板橋区 寺田　直子　様 10,000 東京都港区 木島　達彦　様 150,000

埼玉県さいたま市 清水　伸二　様 10,000 東京都港区 木島　澄子　様 150,000

岡山県岡山市 宮田　貴志　様 10,000 東京都世田谷区 木島　直彦　様 100,000

兵庫県西宮市 内田　　豊　様 10,000 岡山県岡山市 松枝　正剛　様 10,000

― 戸野谷哲生　様 10,000 大阪府枚方市 盛田　昭彦　様 20,000

― 戸野谷美由紀　様 10,000 愛知県あま市 山原　　洋　様 10,000

― 戸野谷衣純　様 10,000 埼玉県川口市 高松　秀雄　様 10,000

― 戸野谷三千子　様 10,000

【上記の方以外にもたくさんの方から寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。】
東京都 92 名　神奈川県 31 名　大阪府 25 名　埼玉県 22 名　千葉県 15 名　愛知県 14 名　　　
兵庫県 13 名　宮城県 3 名　北海道 11 名　京都府 10 名　鳥取県 8 名　静岡県 7 名　広島県 7 名　　　
岡山県 6 名　茨城県 5 名　奈良県 5 名　新潟県 4 名　滋賀県 4 名　三重県 3 名　熊本県 3 名　　　
和歌山県 3 名　愛媛県 3 名　岐阜県 3 名　長野県 2 名　福岡県 2 名　栃木県 2 名　福井県 1 名　　　
秋田県 1 名　青森県 1 名　香川県 1 名　群馬県 1 名　宮崎県 1 名　鹿児島県 1 名　高知県 1 名

ご寄附いただいた皆さまに
厚く御礼申し上げます

■活用状況		 	 	 	 	

　皆さまからいただいたご寄附は、若桜町ふるさと応援基
金に積み立て、翌年度以降にご希望いただいた事業に活用
させていただきます。
　平成24年度は下記の事業に活用させていただきました。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	

「元気だで」村づくり交付金事業  （１，６１０，２００円）
中之島公園横河川敷への桜植樹（２６０，０００円）
ふるさとの川を守る事業（１５０，０００円）  
渓流魚の稚魚放流（５００，０００円）  
 

～若桜町ふるさと納税のご紹介～

（平成24年度　中之島公園横河川敷への桜植樹）

■ふるさと納税で若桜町の特産品をプレゼントいたします	 	

　本町では、ふるさと納税の推進及び若桜町の特産品のPR・販売促進のため、10,000円以上のご寄附を
いただいた方にふるさと納税記念品として地元特産品を１つお贈りいたします。25年度からは、30,000

円以上のご寄附をいただいた方に、記念品を２つプレゼントさせていただきます。

■ふるさと納税とは
　ふるさと納税制度は、ふるさと（出身地・応援したい自治体）へ贈る寄附金で「ふるさとを応援した
い」「ふるさとに貢献したい」という思いを寄附金という形にしていただくことで、所得税、住民税が
軽減される制度です。
〈基本的な流れ〉

■税金の軽減例      
（例）　夫婦と子ども２人　年収700万円　　（住民税の所得割額293,500円　所得税の税率　10％）
寄附金額　30,000円のケース 
①個人住民税基本控除額      
（３０，０００円－２，０００円）×１０％＝２，８００円      
②個人住民税特例控除額      
（３０，０００円－２，０００円）×（９０％－１０％）＝２２，４００円

③所得税軽減額      
（３０，０００円－２，０００円）×１０％＝２，８００円	

　２，８００円＋２２，４００円＋２，８００円＝２８，０００円　（①＋②＋③）

合計で２８，０００円の軽減を受けることができます。      

【確定申告を行う場合、住民税の申告は不要です。確定申告をされた税務署からお住まいの市区町村に連絡され、
翌年度の住民税へ反映（軽減）されます。確定申告を行わない場合は、お住まいの市区町村で住民税の申告を行っ
ていただく必要があります】

～若桜町ふるさと応援事業寄附及び活用状況～
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平成25年度自治会役員の皆さん
１年間お世話になります

集落名 自治会長 公民館長 婦人会長または
婦人部長 農業推進連絡員 保健委員

新 町 西 尾 和 美 山 野　　 守 大 石 由 美 山 中 幹 也 熊 田 節 子
山 田 町 小　谷　藤太郎 髙 橋 久 志 盛 田 則 子 山 根　　 勝 金 谷 美 和
上 町 淵 見 龍 彦 上 川 和 弘 山 根 広 恵 三 島 由 明 福 田 浩 子
中 町 中 尾　　 敦 高野須　泰　英 山 野 悦 子 熊 田 義 久 西 浦 伸 子
下 町 中 尾 理 明 盛　田　陽之介 中 島 洋 子 中 井　　 泉 中 島 洋 子

西 町 中 本　　 正 中 村 弘 実 宮　本　喜美子
大 坪 光 義 
藤 原 源 市

福　間　真由美 
松 本 計 美

農 人 町 田 島 雅 明 青 木　　 勉 井 田 博 子 中　尾　與志雄 藤 田 浩 子 
門　村　ゆみ子

三 倉 盛 田 恭 司 盛 田 敬 一 中 尾 一 也 盛 田 里 美
上 高 野 矢 部 保 人 厨 子 裕 之 厨 子 礼 子 松　本　美津恵
高 野 古 田 壽 男 川 上 和 彦 中 村 光 杉 本 明 数
浅 井 淺　井　肥佐雄 垣 内　　 充 矢 部 澄 枝 淺 井 輝 美 坂 本 章 子
若 葉 団 地 石 黒 孝 章 古 田 和 博 岡 田 珠 美
口 屋 堂 羅 小 林 俊 介 田 中 敏 幸 田 中 明 美 田 中 悌 一 伊井野　洋　子
屋 堂 羅 伊井野　克　彦 三　島　登志幸 田 中 明 美 三 島 信 秋 伊井野　洋　子
寺 所 茗 荷　　 威 茗 荷　　 威 荷 主 吉 荷 綾 子
馬 場 山 本 敬 二 中 島 敬 之 岡 田 忠 彦 山 本 幸 子
あかまつ団地 谷 口 秀 昭 山 上 明 徳 杉　田　和歌子
内 町 森 木 俊 秋 盛 本 健 一 山 本 佳 子 藤 原 重 明 山 本 清 江
赤 松 大　坪　富貴男 中 島 毅 彦 大 坪 一 代 大 杉 政 義 大 杉 芳 枝
来 見 野 大 石　　 正 上 川 重 徳 長 尾 和 子 中 川　　 敦 上　川　なをみ
諸 鹿 森 下 嘉 明 垣 谷 正 義 垣 谷 春 雄 垣 谷 良 子
香 田 山 根 幸 吉 淺 井 　 敦 淺 井 菊 栄 小 林 正 樹 山 根 早 苗
長 砂 西 尾　　 潔 西 尾 　 潔 西 尾 孝 子 西　尾　まゆみ
湯 原 岡 田 次 岡 田 次 大 竹 節 子 竹 本 英 輔 大 前 健 一
渕 見 植 嶋 秀 幸 植 田 親 尚 山 本 静 枝 植　嶋　由美子
茗 荷 谷 藤 原 武 夫 藤 原 武 夫 西 谷 賢 治 藤 原 武 夫

米 山 根 政 彦 森 岡 茂 樹 川 戸 桂 子 奈羅尾　壽　夫 山 下 時 枝

大 炊 山 根　　 勳 山 根　　 尚 山 根 和 泰 
山　根　登代明

山　根　はつ江 
山　根　百合子

岸 野 青 木 秀 明 森 本 恭 行 森 本 貞 子 森 本 輝 明 森 本 惠 子
糸 白 見 山 根 香 華 岡 崎 浩 一 岡 本 桂 子 田 道 正 前　田　かおる
根 安 關 本 裕 志 谷　口　伸一郎 關 本 真 澄 中 嶋 昭 宣 嶋 敏 子

須 澄 中 嶋 博 文 福 山 　 薫 福　井　みえ子
福 山　　 繁 
杉 内 博 文

杉 内 玲 子

岩 屋 堂 大 谷 壽 雄 福 家 浩 徳 山　根　のり子 柿ヶ原　俊　一 川 口 善 行

吉 川 宮 𦚰 幸 雄 坂 口 文 人 寺 西 　 満 水 口　　 博 瀨 戸 留 美 
井 口 奈 美

栃 原 門 田 雅 温 山　本　勘次郎 山 本 康 代 山 本 安 雄 山 本 和 子
中 原 永 原 孝 中 村 雅 夫 永 原 直 子 永 原　　 聡 福 嶋 明 子
加 地 杉 田 正 行 小　椋　富士男 小　椋　加津子 坂 口 福 治 細　川　多恵子

大 野 小 椋 賢 二 西 本 正 敏
本 家 勇 子 
小 林 淳 子

中 田　　 真 
小 林 光 人

小 椋 順 子 
藤 原 知 子

小 船 寺 口 敏 夫 前　田　一三次 米 谷　　 滿 前 田 里 美
落 折 平 家 浩 二 平 家 俊 則 平 家 弘 之 平 家 安 春

（敬称略）

部　門 氏　名 所　属 事　由

スポーツ賞
（個人）

1 岩村　稔大 若桜学園 鳥取県中学校総合体育大会（陸上競技）
男子800ｍ走　第１位

2 瀬戸　鉄平 若桜学園 鳥取県中学校総合体育大会（スキー競技）
大回転　１位・回転　１位

部　門 氏　名 所　属 事　由

スポーツ奨励賞
（個人）

1 中島　果穂 若桜学園
平成24年度JOCジュニアオリンピックカップ全国都道
府県対抗中学バレーボール大会
鳥取県代表選手として出場

2 盛田　玲未 若桜学園
平成24年度JOCジュニアオリンピックカップ全国都道
府県対抗中学バレーボール大会
鳥取県代表選手として出場

3 岡崎　留依 若桜学園
平成24年度JOCジュニアオリンピックカップ全国都道
府県対抗中学バレーボール大会
鳥取県代表選手として出場

4 大石　風真 若桜学園
鳥取県中学校総合体育大会（スキー競技）
クロスカントリー中学男子　5㎞クラシカルの部　第 2 位
5㎞フリーの部　第 3 位　全国大会出場

5 大竹　　豪 若桜学園 鳥取県中学校総合体育大会（スキー競技）
5㎞クラシカルの部　第３位　全国大会出場

部　門 所　属 氏　名 事　由

スポーツ奨励賞
（団体）

1 若桜学園スキー部

大橋宗一郎
鳥取県中学校総合体育大会

（スキー競技）
男子総合第２位・男女総合第２位

山根　大輝
大石　風真
大竹　　豪
瀬戸　鉄平

2 若桜学園
女子バレーボール部

岡崎　留依

鳥取県中学校総合体育大会
（バレーボール競技）第３位

小林　望美
中島　果穂
西垣　桃花
盛田　玲未
山本　千里
小倉千沙都
小林　優花
嶋本　風香
谷口　玲菜
平山　咲希
岡崎　礼奈
中井　理恵
中島　光咲
西垣　風香
山野　璃子

優秀な成績を収められた方々を紹介します！

～平成24年度 若桜町体育協会表彰～
　平成24年度若桜町体育協会表彰式を4月21日に若桜町公民館で行いました。
　県大会以上の大会で優秀な成績を収められた個人７名・団体２チームの総勢22名が受賞されました。

氏名・団体名は順不同　（敬称略）

総勢22名の方々おめでとうございます！
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※ご不明な点は、保健所へお問い合わせください。
　電話相談も受け付けています。

携帯サイトはこちら

　

た
ば
こ
は
肺
が
ん
を
は
じ
め
、
動
脈
硬
化
、
心

臓
病
な
ど
の
発
症
率
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
た
ば

こ
を
吸
わ
な
い
人
で
も
周
囲
に
た
ば
こ
を
吸
う
人

が
い
れ
ば
、
そ
の
煙
を
吸
う
こ
と
で
（
受
動
喫
煙
）

健
康
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

世
界
保
健
機
構（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）で
は
、５
月
31
日
を「
世

界
禁
煙
デ
ー
」
と
定
め
、
厚
生
労
働
省
も
世
界
禁
煙

デ
ー
か
ら
始
ま
る
１
週
間
を
「
禁
煙
週
間
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

若
桜
町
は
今
年
度
、
町
全
体
の
取
り
組
み
と
し

て
若
桜
町
禁
煙
デ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
禁
煙
の
す

す
め
、
ま
た
受
動
喫
煙
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め

て
、
禁
煙
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
た
ば
こ
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
■

が
ん　

煙
に
含
ま
れ
る
タ
ー
ル
は
、
発
が
ん
物
質

や
発
が
ん
促
進
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
肺
が
ん

だ
け
で
な
く
様
々
な
が
ん
に
か
か
る
確
率
が
高
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

   　

動
脈
硬
化　

血
管
を
収
縮
さ
せ
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
増
や
し
て
血
液
を
固
ま
り
や
す
く
す
る

た
め
動
脈
硬
化
に
な
り
や
す
い
で
す
。

呼
吸
器
障
害　

気
道
や
肺
を
傷
つ
け
る
た
め
慢
性

気
管
支
炎
・
肺
気
腫
、
呼
吸
困
難
を
伴
う
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患
（
酸
素
ボ
ン
ベ
が
必
要
と
な
る
）
な

ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

歯
周
病　

口
臭
や
歯
周
病
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

■
受
動
喫
煙
の
危
険
■

　

煙
に
は
、
喫
煙
者
が
直
接
吸
い
込
む
煙
「
主
流

煙
」
と
た
ば
こ
の
先
か
ら
出
る
煙
「
副
流
煙
」
が

あ
り
ま
す
。

副
流
煙
に
は
、
主
流
煙
と
比
べ

　

ニ
コ
チ
ン
→
２
・
８
倍

　

タ
ー
ル
→
４
・
７
倍

　

一
酸
化
炭
素
→
３
・
４
倍
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　　

た
ば
こ
の
煙
は
喫
煙
者
が
吸
い
込
む
煙
が
一
番

体
に
悪
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
で
も
実
は
副
流

煙
の
方
が
有
害
物
質
を
多
く
含
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

自
分
の
健
康
だ
け
で
は
な
く
、
大
切
な
家
族
や

周
り
の
人
の
健
康
の
た
め
に
も
禁
煙
生
活
を
始
め

ま
せ
ん
か
？

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す

喉頭がん→ 32.5 倍
肺がん→ 4.5 倍
咽頭がん→３倍
口腔がん→ 2.8 倍
食道がん→ 2.2 倍

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た

だ
く
保
険
税
と
国
や
県
の
負
担
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
国
民
健
康
保
険
の
現
状
は
、
町

全
体
の
人
口
と
同
様
に
加
入
者
数
も
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
医
療
費
に
つ
い
て

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
近
年
の
年
度

ご
と
の
収
支
で
は
、
赤
字
状
態
が
続
き
平

成
24
年
度
も
約
３
，
１
１
５
万
円
の
赤
字

（
一
般
会
計
よ
り
繰
入
で
対
応
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
１
月
下
旬
に
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
を
開
催
し
、
保
険
税
率
に
つ

い
て
、
慎
重
に
協
議
し
た
結
果
、
可
能
な

限
り
現
行
通
り
据
え
置
き
、
ど
う
し
て
も

税
率
改
正
が
必
要
な
場
合
は
、
10
％
程
度

の
税
率
改
正
が
適
当
で
あ
る
と
の
答
申
を

受
け
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
に
、
改
正
前

の
税
率
で
保
険
税
を
算
定
し
た
場
合
、
約

３
，
１
５
０
万
円
の
大
幅
な
収
入
不
足
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
22

年
度
か
ら
税
率
の
改
正
を
行
わ
ず
に
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
を
維
持
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
や
む
を
得
ず
下
記
の
と

お
り
税
率
を
改
正
し
、
加
入
者
の
皆
さ
ま

に
負
担
い
た
だ
く
と
と
も
に
不
足
分
の
一

部
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
に
保
険
税
の
負
担
増
を
求
め
る

こ
と
が
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
十
分
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
国
保
制
度
を
安
定
的

に
維
持
す
る
た
め
に
も
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。　

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
改
正
に
つ
い
て区　分

保　険　税　率

所得割 資産割 均等割 平等割

医 療
給付費分

9.8％
（9.2％）

47.0％
（39.0％）

28,600 円
(24,500 円 )

25,600 円
(23,100 円 )

後期高齢者
支 援 金 分

2.0％
（1.8％）

9.3％
(8.9％ )

6,000 円
(5,100 円 )

5,200 円
(4,800 円 )

介　　護
納付金分

1.4％
(1.3％ )

12.0％
（10.0％）

8,000 円
(7,400 円 )

4,800 円
(4,300 円 )

※介護納付金分は40 ～ 64歳までの方に課税されます。
　（　）内は改正前の税率及び税額
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若
桜
町
子
育
て
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
実
行
委

員
会
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
指
針
と

し
て
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
意
識
し
て
ほ

し
い
「
子
ど
も
像
」
を
配
列
し
た
「
わ
か

さ
っ
子　

子
育
て
『
愛
』
プ
ラ
ン
」
を
平

成
21
年
に
作
成
し
て
お
り
、
幼
児
、
児
童

の
い
ら
っ
し
ゃ
る
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
中
の
「
親
の
か
か
わ
り
」
と
し
て

次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

	乳児期	

積極的に

　・スキンシップ　・語りかけ
家族といっしょに協力して　　

	幼児期前期（１～３歳ごろ）	

おおらかに、のびのびと

　・食事や排泄訓練　・遊びの経験を豊かに
生活リズム（早寝早起き）を身につけさせる

	幼児期後期（３歳～６歳ごろ）	

親がモデルに

　・あいさつ、お礼の言葉、食事のマナー　　
ルールを認識させる、善悪の規準を教える
思いやりの気持ちを育む
　
	１年生～５，６年生ごろ	

積極的に集団活動に参加できるように

　・家族の中で、学校で、地域で
知・徳・体のバランスの取れた家庭教育
集団を愛する気持ちを育む
　　
	５，６年生～９年生ごろ	

自己肯定感を抱けるように

　・考え方を確かめ、アドバイスを　　
義務と責任を果たす大切さを理解させる
生きる喜びを伝える

親
の
か
か
わ
り

☎
税
務
課

（
82
）２
２
３
４

Ｉ
Ｐ
９（
82
）２
２
３
４

（非喫煙者と比べた
がんによる死亡率）
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　晴天に恵まれたこの日、若桜学園の入学式が行われました。

若桜学園が開校し、２回目となる入学式で、１年生１２名が入

学しました。�

　式では、１年生と前期ブロックの最高学年となる４年生が吹

奏楽部の演奏と在校生の拍手に迎えられ仲良く手をつないで入

場し、とても温かな雰囲気でした。�

　１年生は、自分の名前を呼ばれると一人ずつ元気のいい声で

返事をし、これから始まる学校生活への期待が感じられました。

　この入学式を終え、全校児童生徒は、昨年度より１４名減の

１８９名、教職員数１名増の４３名の体制で、若桜学園の２年

目がスタートしました。�

　若桜町の大切な「宝」である子どもたちを地域全体で支えてい

きましょう。�

　平成２５年若桜町消防出初式が４月７日（日）若桜町ふれ

あい広場屋内運動場で開催されました。�

　式典では、辞令交付や表彰状・感謝状の贈呈をはじめ、

服装・車輌点検が行われたほか、消防車での町内防火パレー

ド、旧森林組合前の土手での一斉放水など、関係者一同が

この１年火災のないことを願いました。�

　永年にわたり消防活動にご尽力いただきました皆様、新

しく消防団に入団されました団員の皆様、各受章者は、次

のとおりです。（敬称略）�

4月9日  火 〉〉〉

祝！入学おめでとうございます
～若桜学園入学式～

4月7日  日 〉〉〉

若桜町消防出初式

強風の中での見事な一斉放水

田舎暮らしが体験できます
～赤松団地おためし住宅お披露目会～

3月31日  日 〉〉〉

お披露目会で挨拶する小林町長

きれいな室内に見入る来場者の方々

3月24日  日 〉〉〉

「奈羅尾さん」さん100歳おめでとうございます！

　この度、赤松団地内に「おためし住宅」２棟（中高年

者向・若者向）が完成しました。県外からのＵＩＪター

ン希望者に田舎暮らしを体験していただく短期滞在

用の住宅ですが、まず町民の皆様に見学していただ

きたいことから、お披露目会を開催しました。�

　当日は、町民の方々がたくさんお越しくださり、

住宅を見学していただきました。�

　また、見学者には、それぞれの住宅を建築した【(有)

瀬戸商店、(有)中村幹】の代表者から、設計コンセプ

トの説明があり、興味深く聞いておられました。�

100歳になられた「奈羅尾さん」さん（右から２番目）

退団者
　第１分団　　分 団 長　　竹本　英樹
　第２分団　　副分団長　　山本　伸一
入団者
　第１分団　　団　　員　　山根　栄真
　第２分団　　団　　員　　山野　卓也
昇任
　第１分団　　分 団 長　　島本　克己
　　　　　　　副分団長　　岡山　直樹
　　　　　　　警備班長　　岩見　勉
　　　　　　　消火班長　　小嶋　一成
　第２分団　　副分団長　　川戸　康之
　　　　　　　警備班長　　中島　敬之
　　　　　　　消火班長　　大石　洋一
感謝状
　竹本　英樹　　山本　伸一
町長表彰　功労章（５年）
　第１分団　　谷口　雅和
　第２分団　　川上　和彦
　第３分団　　木地谷祐介

町長表彰　勤続章（10年）
　第２分団　　河戸　建樹
　　 〃 　　　中島　圭
　第４分団　　岡﨑　晋相
鳥取県東部地区消防協会長表彰　勤続章（15年以上）
　第１分団　　柿田　和弘
　第２分団　　川戸　康之
　第４分団　　中島　毅彦
鳥取県東部地区消防協会長表彰　功労章（17年以上）
　第１分団　　小嶋　一成
　第３分団　　福山　薫
　　 〃 　　　中田　正美
鳥取県消防協会長表彰　勤続章（20年以上）
　第４分団　　谷本　剛
　　 〃 　　　小林　貴之
鳥取県消防協会長表彰　功績章
　第４分団　　谷本　剛
鳥取県知事表彰　功労章
　副 団 長　　谷川　充弘

　「奈羅尾さん」さん（　米）が１００歳を迎えられ、国から

届いたお祝い状と記念品、町から長寿祝い金と記念品を贈

呈しました。�

　町では、１００歳の長寿を迎えられた方に対して、ご長

寿を祝福するとともに多年にわたり社会の進展に寄与して

こられたことに感謝し、長寿祝金を支給しています。�

１年生12名おめでとうございます

代表者による設計コンセプトの説明
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夜間の外出時には反射材の着用を！！
反射材配布活動

4月10日  水 〉〉〉

山田町集落で反射材を配布

　（財）鳥取県交通安全協会郡家地区協会と郡家地区

安全運転運行管理者協議会、郡家警察署が合同で反

射材配布活動を行い、交通安全を呼びかけました。�

　今回は山田町の全世帯を１軒ずつ訪問し、反射材

の使用法と効果について説明し、配布しました。

　夜間に外出する際は、反射材を着用するようにし

ましょう！�

前行政相談委員の
中島重男さん（西町）に感謝状

4月24日  水 〉〉〉

中島重男さん４年間ありがとうございました（中央）

　若桜町の前行政相談委員の中島重男さんに、総務大臣か

ら「感謝状」が贈られ、鳥取県行政評価事務所長から伝達さ

れました。�これは、永年にわたり、行政相談委員として活

躍された委員に贈られるものです。�

　中島さんは、平成２１年４月から２期・４年にわたり、

行政相談委員として町民の皆さんから寄せられる行政に対

する相談や苦情に応じられてこられました。また、豊富な

知識と経験を生かし、相談活動を積極的に行われるなど、

業務の遂行に多大なご尽力をいただきました。本当にあり

がとうございました。�

　後任には、平家浩二さん（落折）が委嘱され、４月から相

談業務にあたっておられます。�

Q

A

　ドアフォンが鳴り、「宅配です」というのでドアを開けたら新聞の

勧誘でした。「いらない」と断りましたが、しつこく勧誘され、夜なの

になかなか帰ってくれず、仕方なく３ヶ月の契約をしてしまいまし

た。必要ないので解約したいのですがどうしたらよいでしょうか？

　一人暮らしを始めた大学生などから新聞勧誘に関する相談が

寄せられています。「引っ越しの段ボールを引き取る」といわれド

アを開けたら新聞勧誘だった。アンケートだと思って名前などを記

入したら契約書だった。などというケースもあります。

　訪問者が誰で、用件は何かなどをよく確かめ、必要がなければ

きっぱり断りましょう。無理矢理景品を置いていかれた場合は、使

用しないで返せるようにしておきましょう。

　契約書を受け取ってから８日以内であればクーリング・オフがで

きます。困ったときはお近くの消費生活相談窓口へご相談くださ

い。全国どこにでも消費生活相談窓口はあります。

「注文していない健康食品を送るという電話があった」

「パンフレットが届いたら譲ってほしいので連絡してほしいと電話があった

(買え買え詐欺 )」

などのお問い合わせが多く寄せられています。

充分に注意してください。

消
費
生
活
相
談
窓
口
だ
よ
り

あった」

してほほしいと電話があった

毎週火曜日 9時～16時IP☎:9（71）0822 ☎:（71）0822（※いずれも相談専用ダイヤルです）

電話相談

毎週火曜日 9時～16時地域福祉センター ドリーミー 2階

面談相談

役場町民福祉課
IP☎:9(82)2232 ☎(82)2232・2233

出前講座お申し込み先

注意

経験・知識豊富な専門の相談員が無料で相談をお受けしています。
お気軽にご相談ください。

初めての一人暮らし、
悪質な新聞勧誘にご注意 !!

自衛官の募集を推進します！
～自衛官募集相談員を委嘱～

4月15日  月 〉〉〉

　自衛官募集相談員委嘱状交付式を役場町長室で行いました。

相談員には昨年に引き続き、森岡芳明さん（　米）、寺坂明さ

ん（下町）の２名を委嘱しました。�

　自衛官募集相談員とは、ボランティアで自衛隊志願者に関

する情報の提供や学校への募集協力の促進、自衛官を募集す

るための環境作りなどをしていただきます。�

　委嘱式では、小林町長より「昨年、若桜町からは２人の自衛

隊入隊者がありました。これからも若桜町から優秀な入隊者がでるよう頑張ってい

ただきたい」。続いて自衛隊鳥取地方協力本部吉浦本部長より「自衛官は災害が発

生すれば、いつ何時も直ちに駆けつけます。日本を元気にするような人材を若桜

町から輩出していただきたい」とあたたかい挨拶がされました。�

　委嘱期間は平成２５年４月１日から平成２７年３月３１日までの２年間です。�

～自衛官募集相談員を委嘱～

委嘱された寺坂明さん（中央）、森岡芳明さん（中央右）
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課長級

新 旧 氏　名

議会事務局長（併）監査委員事務局長 企画財政課課長補佐（兼）財政係長（兼）若桜鉄道
運行対策室 竹本　英樹

産業観光課課長（併）農業委員会事務局長 教育委員会事務局次長（兼）給食センター所長 坂口　光洋

町土整備課課長（兼）地域整備係長 町土整備課課長 竹田　元重

わかさこども園園長 若桜保育所所長 矢部　紀子
教育委員会事務局次長（兼）人権同和政策室室長（兼）
給食センター所長 産業観光課課長補佐（兼）農業振興係長 山口由企夫

教育委員会事務局参事（兼）指導主事（兼）生涯学
習係長 教育委員会事務局参事（兼）指導主事 中尾　善登

課長補佐級

企画財政課課長補佐（兼）財政係長 企画財政課副主幹 谷本　　剛

産業観光課課長補佐（兼）農業振興係長 町土整備課課長補佐（兼）地域整備係長 山本　伸一

教育委員会事務局主幹 若桜保育所所長補佐 坂口さとみ

係長級

総務課消防防災係長 産業観光課商工観光係長 中島　毅彦

町民福祉課町民サービス係長 町民福祉課窓口サービス係長 小林　貴之
町民福祉課子育て支援係長（兼）若桜町福祉事務所
副主幹

町民福祉課生活支援係長（兼）若桜町福祉事務所副
主幹 川戸　康之

産業観光課商工観光係長 総務課消防防災係長 矢部　広一

わかさこども園副園長 若桜保育所主任保育士 小林　宏美

若桜保育所副主幹 若桜保育所所長補佐 圓井　節美

若桜保育所副主幹（兼）若桜幼稚園主任教諭 若桜保育所主任保育士 津村やよい

若桜保育所現業副主幹 若桜保育所現業主任 中尾久美子

主任級

町民福祉課主任 町民福祉課主事 車井　育子

町土整備課主任 学校給食センター主任 君野　哲章

若桜保育所主任保育士（兼）若桜幼稚園教諭 若桜保育所主任保育士 山本　　忍

若桜保育所主任保育士（兼）若桜幼稚園教諭 若桜保育所主任保育士 矢部　容子
若桜保育所主任保育士（兼）若桜幼稚園教諭
（新規採用） 瀨戸　留美

教育委員会事務局主任 教育委員会事務局主事 岡﨑　晋相

主事級

若桜保育所保育士（兼）若桜幼稚園教諭 若桜保育所保育士 岡本　由佳

企画財政課主事（新規採用） 志水　栄介

町民福祉課主事（新規採用） 銀杏　惇志

町土整備課主事（新規採用） 森岡　　剛

教育委員会事務局主事（新規採用） 河本　真志

退職（平成 25 年３月 31 日付け）

議会事務局長（併）監査委員事務局長 淵見　龍彦

産業観光課課長（併）農業委員会事務局長 志水　賢一

教育委員会事務局人権同和政策室室長 山根　恭一

職員人事異動
４月１日付けで人事異動を行いました。

新
任
職
員
を
紹
介
し
ま
す

志し

水み
ず　

栄え
い
す
け介

（
主
事
）

　

企
画
財
政

課
に
配
属
と

な
り
ま
し

た
。
謙
虚
さ

と
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
若

桜
町
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

銀ぎ
ん
な
ん杏　

惇あ
つ

志し

（
主
事
）

　

町
民
福
祉

課
へ
の
配
属

と
な
り
ま
し

た
。
分
か
ら

な
い
こ
と
も

多
い
で
す
が
、
若
桜
町
に
つ
い

て
学
ん
で
い
き
な
が
ら
、
若
桜

町
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

森も
り
お
か岡　

　

剛
つ
よ
し

（
主
事
）

　

町
土
整
備
課
へ
の

配
属
と
な
り
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
が
日
々

頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

河か
わ
も
と本　

真ま
さ

志し

（
主
事
）

　

教
育
委
員
会
へ
の

配
属
と
な
り
ま
し

た
。
若
桜
町
の
た
め

に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

瀨せ

戸と　

留る

美み

　

わ
か
さ
こ
ど
も
園

に
配
属
と
な
り
ま
し

た
。
以
前
務
め
て
い

た
若
桜
幼
稚
園
で
の

経
験
を
活
か
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　

４
月
１
日
付
け
で
消
防
防
災
専
門
員
と
し
て
勤

務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
主
に
、
消
防
団
、
自

主
防
災
を
担
当
し
ま
す
。

　

最
近
、
地
震
が
多
く
災
害
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、

行
政
の
努
力
に
加
え
て
住
民
一
人
一
人
が
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
自
主
防
災
意
識
を
持
つ
こ
と
が
非
常
に
重
要
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
住
民
の
方
々
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
自
主

防
災
組
織
を
結
成
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
８
月
１
日
よ
り
情
報
課
専
門
員
と
し
て
勤
務

し
て
お
り
ま
す
。
役
場
内
で
は
、
主
に
情
報
シ
ス

テ
ム
や
若
桜
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
は
、
各
ご
家
庭
で
ご
利
用
中
の
テ
レ
ビ
電
話
や
防

災
行
政
無
線
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
テ
レ
ビ
電
話
と
防
災
行
政
無
線
は
、
災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
に

は
必
要
不
可
欠
で
す
が
、
電
子
機
器
の
た
め
故
障
も
生
じ
ま
す
。

　

何
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

直
接
出
向
い
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

消
防
防
災
専
門
員　

石い
し
づ
か塚　

立り
つ

雄お

情
報
化
専
門
員　

谷た
に
ぐ
ち口　

佐さ

登と

留る

新
任
あ
い
さ
つ

（

）

主
任
保
育
士
兼

若
桜
幼
稚
園
教
諭
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今月の言葉　人間は　幸せに生きる　権利がある

　４月・・開校式（本年度事業の打合せ）
　５月・・悪徳商法のおはなし
　６月・・笹巻きづくり
　７月・・笑って健康（綾小路きみまろDＶD）
　８月・・三世帯交流会（そうめん流し）
　９月・・現地研修会（県内研修）
１０月・・クリーン活動（広場の清掃）
１１月・・町内交流（グラウンドゴルフ大会）
１２月・・にこにこ健康体操
　１月・・なつかし料理教室
　２月・・健康料理教室
　３月・・閉校式（反省）

＊書道教室
　・５月～ 10月まで10回

＊手芸教室
　・５月～ 10月まで６回

＊交流事業
　・若桜、郡家、岩美一泊
　　キャンプ（７月）
　・若桜、郡家、岩美フィールドワーク（８月）
　・若桜、郡家、岩美、氷ノ山スキー教室（２月）
　・氷ノ山デイキャンプ、バーベキュー（８月）

＊人権啓発事業
　・部落解放ふれあいまつり11月９日～ 10日
　・スタディツアー奈良、水平社博物館（８月）

☆ 平成25年度・隣保館行事予定 ☆
＊健康づくり・人づくり

　４月・・読み聞かせ
　５月・・外で遊ぼう
　６月・・笹巻きづくり
　７月・・読み聞かせ
　８月・・そうめん流し
　　　　　（三世代交流）
　９月・・読み聞かせ
１０月・・作品作り２回
　　　　　（保育所と合同）
１１月・・読み聞かせ
１２月・・クリスマス会（保育所と合同）
　１月・・とんどさん（地元の消防団と合同）
　２月・・読み聞かせ
　３月・・お楽しみ会（保育所と合同）

＊読み聞かせ教室

＊隣保館職員の紹介

館　　長・・・徳田　信子
相 談 員・・・川上　充男
事 務 員・・・西垣真由美
指導職員・・・河本　真志
隣保館ではこんな事業をしています。
○相談事業
　　住民に対し、生活上の各種相談、人権に

関わる相談などに応じ、関係機関と連帯を
密にして適切な助言を行うとともに、関係
機関への紹介、連絡などを行っています。

　　その他の主な事業は下記の通りです。
○啓発、広報事業　○地域福祉事業
○地域交流事業　　○デイサービス事業

町
長

　
小
林  

昌
司

お
た
め
し
住
宅

お
披
露
目
会
を
開
催
！

　

赤
松
団
地
内
の
29
区
画
中
13

区
画
は
す
で
に
売
却
済
み
で
す

が
、町
で
は
完
売
で
き
る
よ
う

に
と
、こ
の
ほ
ど
定
期
借
地
権

付
分
譲
を
開
始
し
ま
し
た
。51

年
間
で
土
地
代
を
分
割
し
て
支

払
っ
て
い
た
だ
き
、土
地
の
面

積
に
よ
り
ま
す
が
月
額
に
す
れ

ば
４
，５
０
０
円
～
６
，０
０
０

円
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。新
築
す

る
と
き
の
土
地
代
は
考
え
な
く

て
よ
く
、す
で
に
3
件
の
予
約

も
入
っ
て
お
り
、明
る
い
見
通

し
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
若
桜
に
ち
ょ
っ
と

住
ん
で
み
た
い
」と
い
う
方
に

披
露
さ
れ
た
後
、
引
き
続
き
わ

か
さ
あ
す
な
ろ
を
慰
問
し
、
皆

さ
ま
の
前
で
楽
し
く
歌
を
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
す
な
ろ
の
入
居
者
の
皆
さ

ま
は
若
桜
出
身
の
歌
手
と
あ
っ

て
、
全
員
が
握
手
を
し
て
歓
迎

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
香
月
さ

ん
は「
ま
た
来
年
も
来
ま
す
」と

言
葉
を
残
し
て
帰
ら
れ
ま
し

た
。「
と
っ
て
も
感
激
し
た
」と

言
わ
れ
る
方
や
中
に
は
嬉
し
く

て
涙
を
流
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
。

新
年
度
事
業
を
説
明

～
自
治
会
長
会
の
開
催
～

　

平
成
25
年
度
の
予
算
を
審
議

対
し
て
の
お
た
め
し
住
宅
2
棟

を
赤
松
団
地
に
建
設
し
ま
し

た
。1
棟
は
中
高
齢
者
向
け
、も

う
1
棟
は
若
者
向
け
に
し
て
い

ま
す
。特
に
、若
者
向
け
に
は
薪

ス
ト
ー
ブ
も
ご
ざ
い
ま
す
。県

外
の
方
を
対
象
に
し
て
お
り
、

家
賃
は
月
額
２
５
，０
０
０
円
。

最
高
3
ヶ
月
ま
で
ご
利
用
で
き

ま
す
。

香
月
美
智
子
さ
ん

わ
か
さ
あ
す
な
ろ
を
慰
問

　

香
月
美
智
子
さ
ん（
諸
鹿
出

身
）は
、
去
る
4
月
14
日
の「
因

州
若
桜
さ
く
ら
祭
り
」に
出
演

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
歌
を

す
る
3
月
定
例
議
会
は
、
3
月

8
日
に
開
会
し
、
3
月
25
日
に

提
案
し
た
議
案
全
て
を
議
決
し

て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

議
会
終
了
と
同
時
に
人
事
異

動
の
検
討
と
発
表
、
若
桜
幼
稚

園
の
閉
園
式
、
平
成
24
年
度
業

務
の
未
執
行
の
始
末
、
新
年
度

の
仕
事
打
合
せ
、
さ
ら
に
は
若

桜
こ
ど
も
園
の
開
園
式
、
老
人

大
学（
寿
大
学
）で
の
講
演
、
各

団
体
の
総
会
で
の
挨
拶
、
県
の

会
議
な
ど
慌
た
だ
し
い
毎
日
で

し
た
。
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、

役
場
で
は
こ
の
3
月
と
4
月
が

一
番
忙
し
い
時
期
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
年
度
の
若
桜
町
の
業
務
を

説
明
す
る
自
治
会
長
会
は
、
去

る
4
月
20
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
午
前
中
に
自
治

会
長
会
、
午
後
は
若
桜
鉄
道
協

力
会
の
総
会
、
納
税
組
合
長
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
治
会
長

と
納
税
組
合
長
が
重
な
っ
て
お

ら
れ
る
集
落
の
方
も
あ
り
、
皆

さ
ま
一
日
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。

　

自
治
会
長
会
で
は
、
本
年
度

の
予
算
概
要
や
役
場
職
員
の
事

務
分
掌
表
、
各
課
の
新
年
度
の

仕
事
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

自
治
会
長
さ
ん
か
ら
は
、
①
鳥

獣
被
害
対
策
の
電
柵
の
補
助
金

の
支
払
い
が
遅
い
②
国
道
の
赤

松
谷
交
差
点
の
赤
松
谷
へ
の
進

入
に
混
乱
す
る
③
国
民
健
康
保

険
税
が
値
上
げ
さ
れ
て
い
る

が
、
詳
細
な
説
明
が
な
く
理
解

で
き
な
い
④
他
の
特
別
会
計
予

算
も
詳
細
に
説
明
す
べ
き
⑤
県

営
林
道（
根
安
・

米
線
、
諸

鹿
・
角
谷
線
）の
進
捗
が
止
ま
っ

て
い
る
原
因
は
何
か
⑥
町
内
不

法
投
棄
が
目
立
つ
⑦
公
共
下
水

の
接
続
率
が
悪
い
、
厳
し
く
指

導
す
べ
き
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま

し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
自
治

会
長
さ
ん
の
配
布
資
料
は
組
ご

と
に
回
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
の
中
に
は
、
24
年
度
に

始
め
た「
元
気
だ
で
村
づ
く
り

交
付
金
」の
各
集
落
の
取
組
状

況
、
町
関
係
の
1
年
間
の
事
業

予
定
表
も
入
れ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け

て
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

多くの来場者で賑わったおためし住宅
お披露目会

わかさあすなろの皆さんの前で歌を
披露される香月美智子さん

平成25年５月17

昨年の健康料理教室

海水浴でスイカ割り♪

昨年はキャップで
作品作りをしました
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　４月11日（木）に運営委員会を開催し、新役
員が次のとおり決定しました。
　２年間寿大学の運営などに携わっていただき
お世話になります。

サ
ー
ク
ル
紹
介

　

私
た
ち
の
教

室
も
年
々
人
数

が
減
っ
て
少
な

く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
分

内
容
は
濃
く

な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

毎
月
教
室
は

あ
り
ま
す
が
、

忙
し
い
と
思
う

方
は
、
出
ら
れ

る
月
だ
け
で
も
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自

分
の
身
近
で
育
て
て
い
る
花
や
野
山
に
咲
く
花
、

草
や
木
な
ど
乾
燥
さ
せ
て
自
分
の
好
き
な
作
品

に
し
て
飾
っ
た
り
、
灯
り
を
つ
け
た
り
、
一
緒

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

大
き
な
額
や
小
さ
い
小
物
な
ど
、
自
分
の
好

き
な
物
を
作
り
、
花
の
な
い
人
で
も
み
ん
な
で

助
け
合
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

が
く
す
み
流
押
し
花

郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川　

柳　

（
さ
く
ら
吟
社
）

春
で
す
よ
テ
レ
ビ
の
前
の
腰
も
浮
く 

植
田
み
の
る

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
の
時
も
運
命
味
方
す
る　

 

車
井　

信
恵

夢
の
花
き
っ
と
咲
か
せ
る
姥
桜　
　

 
門
村　

千
代

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
と
指
名
さ
れ
な
い
よ
う
祈
る 
中
田　

房
江

鏡
な
ど
見
な
い
皺
く
ち
ゃ
顔
だ
も
の 

茗
荷　

き
み

人
間
と
い
う
肩
書
き
に
支
え
ら
れ　

 

盛
田　

夢
路

寒
戻
り
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
と
し
て
春
を
待
つ 

西
谷　

幸
子

血
糖
値
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て
も
食
い
ま
く
る 

谷
口　

史
子

春
を
待
つ
人
も
カ
エ
ル
も
野
の
花
も 

永
原　

昌
鼓

吊
り
橋
で
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
覗
く
谷
の
底　

 

土
岐　

昌
子

あ
り
が
た
や
不
思
議
と
命
長
ら
え
て 

藤
原
美
智
恵

被
災
地
の
春
は
ま
だ
ま
だ
ま
だ
遠
い 

川
上　
　

巧

け
だ
も
の
に
阿
呆
に
さ
れ
る
小
百
姓 

山
本　

欣
和

目
も
耳
も
み
ん
な
仲
良
く
歳
を
と
り 

盛
田　

康
秋

春
先
の
山
焼
き
火
事
の
も
と
に
な
る 

中
島　

寿
道

買
い
過
ぎ
て
レ
ジ
で
ひ
や
ひ
や
す
る
女
房 

竹
口　

清
信

ク
ラ
ス
会
チ
ャ
ン
と
呼
ば
れ
て
若
返
る 

岡
崎　

彰
夫

ま
だ
若
い
若
い
と
春
に
乗
せ
ら
れ
る 

藤
原　

鬼
桜

俳　

句　
（
鶴
尾
句
会
）

行
く
春
の
映
る
湖
面
の
凪
ぎ
に
け
り 

山
本　

小
品

陽
当
り
て
有
楽
椿
の
華
や
げ
る　

 

田
島　

富
子

打
ち
あ
け
て
よ
り
の
笑
顔
や
梅
日
和 

谷
口　

裕
子

日
脚
伸
ぶ
夕
く
れ
な
ゐ
の
路
地
を
行
く 

盛
田　

紘
子

児
ら
の
夢
の
せ
て
風
船
山
を
越
ゆ　

 

竹
本　

光
子

鳥
の
声
春
よ
春
よ
と
枝
わ
た
る　
　

 

茗
荷　

恵
子

　24年度最後の物づくり講座は、３月30日（土）、中山和佳子
さんを講師にお招きしてグラスアート講習会を開催しました。
　グラスアートは、グラスアート用専用フィルムとリード線を

貼って作成するステ
ンドグラス風の作品
で、必要な道具も少
なくお手軽に体験できます。
　この日の参加者10名は全員が初体験でしたが、「リード線
を曲線に上手に曲げられない」「器用、不器用の差がでるなあ」
などと、賑やかに和気あいあいとした雰囲気の講習会となり
ました。

公民館講座
グラスアート講習会

受講生同士で教え合う場面も

バラの写真立てが完成

月に１度の教室風景

ふれあい作品展

多種多様の作品に見入る来場者

　毎年恒例のふれあい作品展を３月16日(土)
から18日(月)までの３日間、若桜町公民館池
田分館で開催しました。
　この作品展は「生涯学習にあって保育園児
から高齢者まで、日頃の学習や地域の活動で
生み出した作品を展示して、みんなが楽しく
暖かいふれあいの場を目指す」ことを趣旨に
開催しています。
　今年も、若桜保育所園児のかわいらしい雛
飾りや、押し絵、刺繍、絵画、写真など、個
人・グループの作品が数多く出品され、所狭
しと展示されました。来場の皆さんは、作品の
見事な出来映えに見入っておられました。また
別室では、池坊展が開かれており、春の花材

と香りの中で談笑する多くの姿が見られ
ました。
　幸いにも、１日目、２日目ともに好天
に恵まれ、多くの人出で賑わいました。

若桜氷ノ山寿大学閉校式
第12回若桜氷ノ山寿大学

　24年度の閉校式を、３月21日（木）に開催しま
した。
　講師の君野和枝さんのピアノ伴奏に合わせて、「ふ
るさと」「荒城の月」などの唱歌や「星影のワルツ」「青
い山脈」など昭和の大ヒット曲、全８曲を受講生一
同大きな声で心を込めて歌われるなど楽しいひとと
きとなりました。
　その後の閉校式では、全講義を受講された２名の
方に皆勤賞表彰と、役員を勇退される３名の方へ教
育長から感謝状が贈呈されました。

歌う前の発声練習

皆勤賞表彰　　中島　壽道さん（馬場）
　　　　　　　山根　英子さん（大炊）　
感謝状の贈呈　林田　和暢さん（浅井）
　　　　　　　伊井野　繁俊さん（屋堂羅）
　　　　　　　中尾　とうさん（栃原）

運営委員長　　中島　壽道さん（馬場）
副運営委員長　平田　雅人さん（加地）
　　　　　　　矢部　節子さん（上町）
運営委員　　　盛田　節子さん（農人町）
　　　　　　　岡田美佐子さん（西町）
　　　　　　　門村　宣子さん（西町）
　　　　　　　澤田　　明さん（下町）
　　　　　　　山根　優枝さん（香田）
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日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1

5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8

12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15

19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22

26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29

30

月6月5

ほんのひろば カレンダー
おはなし会

*乳幼児対象おはなし会

5月16日(木) 10時30分から
（読み聞かせグループ「もこもこ」）

*小学生対象のおはなし会

5月18日(土) 10時10分から
（情報館司書）

場所：情報館プレイルーム

どなたでも参加いただけます。

お気軽においでください。

2013.5 No.104

【貸出冊数と期間】 1人５冊まで、２週間

【開館時間】 １０時～１８時

【休館日 】 毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日・年末年始

どなたでも利用料金は無料です

わかさ生涯学習情報館
℡ 0858(82)6860

IP 9(82)6860

FAX 0858(82)6861

※第１～第４火曜日「本の巡回便ムーブック」運行

「こどもの読書週間」の展示コーナーに、町長や教育関係者など数名の方々にアンケートを行い、思い出

の本を紹介していただきました。各人が大人になっても記憶に残る本を取り上げ、その思い出を語っていた

だいています。

４月より勤務している藤原知子です。

資料探しのお手伝いをしますので、お気軽に声をかけてください。よろしくお願いいたします。

職員の 本の紹介 「ストーリーで楽しむ日本の古典」

古典文学って難しい印象が先行しますね。でも歴史って人がいて成り

立ってきたのです。大昔の人たちも現代の私たちと同じ感情を持ち、たくま

しく、やさしく、泣き笑いしながら続いてきたのです。

現在活躍中の作家の方が読みやすく再現したので、５巻いっきに読める

と思います。

小林町長推薦

「はじめてのおこづかい」

若桜学園の先生方

の思い出の本

教育委員会、観光協会

の方々にもご協力いた

だきました！

≪　文　学　≫ ≪　そ　の　他　≫

・一路　　上・下 浅田　次郎 ・庭先でつくる果樹33種 赤井　昭雄

・三日間の相棒 永瀬　隼介 ・歌は季につれ 三田　完

・連れ猫 吉野　万理子 ・台所のニホヘト 伊藤　まさこ

・黙示 真山　仁 ・30代の論語 齋藤　孝

・慟哭の家 江上　剛 ・ビジュアル日本のヒロイン 歴史魂編集部

・パン屋を襲う 村上　春樹 ・長生きしたけりゃ肉は食べるな 若杉　友子

・さらば南紀の海よ 西村　京太郎 ・あなたに贈る四季の色 若菜　晃子

・無宿 佐伯　泰英 ・ずる ダン　アリエリー

・正義のセ 阿川　佐和子 ≪　ヤングアダルト　≫

・届物はまだ手の中に 石持　浅海 ・ウソツキチョコレート イアム

・小説おしん　　上・下 橋田　壽賀子 ・雨月物語 金原　瑞人

・心配しないで、モンスター 平　安寿子 ≪　児　童　書　≫

・桜ほうさら 宮部　みゆき ・こぎつねいちねんせい 斉藤　洋

・閃光スクランブル 加藤　シゲアキ ・ルルとララのにこにこクリーム あんびる　やすこ

・晩夏 今野　敏 ・体育館の日曜日 村上　しいこ

・執着 堂場　瞬一 ・クモの巣図鑑 新海　明

・血の轍 相場　英雄 ≪　絵　本　≫

・また次の春へ 重松　清 ・かぼちゃスープ ヘレン　クーパー

・Ｔｅａｍ・ＨＫ あさの　あつこ ・しょんぼりしないで、ねずみくん！ ジェド　ヘンリー

・ぞうきん 河野　進 ・つぎ、とまります 村田　エミコ

・わたしの古事記 浅野　温子 ・ももんちゃんし～ とよた　かずひこ

・清川妙の一人暮らしを輝かす 清川　妙 ≪　郷　土　≫

・来世は女優 林　真理子 ・さかなクンの山陰海岸ギョギョ図鑑 さかなクン

・想いの軌跡 塩野　七生 ・因伯のみやしろ 鳥取県神社誌編纂委員会

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。	

新　　着　　図　　書 2013. 3. 31 まで

◎
小
学
生
水
泳
教
室

　

カ
エ
ル
コ
ー
ス

　

11
日
・
25
日
（
土
）

　
　

10
時
40
分
～
11
時
30
分

　

イ
ル
カ
コ
ー
ス

　

11
日
・
25
日
（
土
）

　
　

11
時
40
分
～
12
時
30
分

　

シ
ャ
チ
コ
ー
ス　

　

11
日
・
25
日
（
土
）

　
　

10
時
40
分
～
11
時
30
分

　

16
日
・
30
日
（
木
）

　
　

16
時
40
分
～
17
時
30
分

　

ク
ジ
ラ
コ
ー
ス　

　

11
日
・
25
日
（
土
）

　
　

11
時
40
分
～
12
時
30
分

　

16
日
・
30
日
（
木
）

　
　

17
時
40
分
～
18
時
30
分

５
月
の
予
定

わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
82
）
２
３
０
６

２
０
１
３
・
５
月
号

Ｎ
Ｏ
・
101

　
　
　
　
　

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日　
　

毎
週
月
、
金
曜
日

（
営
業
日
）

　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
18
時
30
分　
　
　
　

12
時
～
20
時

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

みんなで水中ウォーキング

シルバー水中ウォーキング

からだにいいヨガ教室

キッズ　水泳教室

（日程変更→隔週土曜日）

上記４教室、会員様の追加

募集を行っております。

◎水中であなたの体は？

水温のちがいで反応が異なります
　冷感刺激により皮膚血管の収縮が促進されます。
　温感刺激により循環機能が改善されます。
　体温より低い水温では、熱生産能力が高まり、
　新陳代謝が促進されます。したがって血液循
環が促進され疲労物質の除去を早めます。

◎血圧高めの人は血流が良くなります。

◎水中運動は陸上の2倍の運動量になります!!

水泳教室の募集について


